
Mycelial Design Patterns 
for Web3 and Beyond

採掘、支配、惑星のオーバーシュートから、再生、公平性、そして惑星の癒しへと移行
する希望があるとすれば、私たちの経済は自然の生態系に沿ったものでなければならな
い。そしてそのためには、キノコが私たちに教えてくれることを無視するわけにはいか
ないのだ。再生可能な経済の設計を目指すのであれば、自然界の繁栄する進化のパター
ンから始めるのが一番ではないだろうか。

MycoFiを探る： Web3 and Beyondのための菌糸体デザインパターンは、地球上で最
も公共財を生産している菌糸体ネットワークの世界的な知恵の網への地下探検へと読
者を導く。本書は、菌類の進化的適応性が、有限の惑星で有限の成長を要求する現状
の経済システムに代わるバイオミメティックな選択肢を想像する上でどのように役立
つかを考察している。

MycoFiは、菌類生態系の6つのデザインパターンをWeb3経済に変換する。

ネットワークインフラ ・フラクタル性・創発的協調・ダイナミッ
クな流れ・相互互恵性・多中心的多元主義

「菌類は私たちを、資源が代謝され、共有され、まったく同じプロセスで同時に再生されるコモン
ズ型経済への参加へと誘う。MycoFiは、菌類を真似る方法というよりも、菌類のダンスに参加する
方法を教えてくれる。」

Douglas Rushkoff , author and host of Team Human

「自然は魔法のように長期的で安定したコードベースであり、修正と最適化のための時間があ
る。最近、私たちの注意力は短くなり、深く耳を傾け、周囲の真実に注意を払う方法を忘れてし
まった。願わくば、この作品が、答えは常にそこにあったということを思い出させてくれること
を願っている。一緒に耳を傾けよう。」

Amber Case, author of Calm Technology

「菌糸のネットワークは、自然システムが繁栄する基盤である。義務のネットワークは、社会シス
テムが繁栄する基盤である。MycoFiは、自然界と社会界の共存、私たちの相互依存、地球と互いを
大切にする義務、そして謙虚なキノコから私たちがまだまだ学ばなければならないことを、見事に
認識させてくれる。」

Ethan Buchman, co-founder of Cosmos and CEO of Informal Systems
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「MycoFiは、菌糸体のデザインが宇宙から生まれたものであることを見事に説明し、強調してい
る。菌糸体という組織は、自然界で見られるスケールにおいて、進化的に成功した構造であるこ
とが証明されている。資源を共有し、ギルドを作り、コミュニティを形成するという菌糸体固有
の知恵は、私たちが依存し、学ぶべき経済学的、宇宙論的モデルなのである。このような菌糸のよ
うな構造から、私たちは協力、回復力、発見に基づく進化を続けるための発射台を得ている。菌糸
の性質そのものが進化を可能にし、大災害に対応するだけでなく、高度に適応的で永続的なシステ
ムを構築する。菌糸体から学ぶことで、私たちの種は進化における次の量子レベルを達成するこ
とができるのだ。」

Paul Stamets, renowned mycologist and author of Mycelium Running

「メタファーは想像力のための強力なツールであり、私たちの心に新しい構造を生み出す足場を
与えてくれる。本書は、私たちの金融経済生活を再構築するための強力な菌糸のメタファーを提
示している。」

Brett Scott, author of CloudMoney and Altered States of Monetary Consciousness 

「これはキノコの経済学だ。菌類王国は再生の旗手である。本書は、相互性、協調性、再生を念頭
に置いて経済関係を再設計しようとする私たちに、深い菌類再生のパターンを観察するよう誘う。」

Greg Landua, co-founder and CEO of Regen Network

「互恵主義的な思考とデザインが、根源的なものから新たな地平に至るまで、どのように位置づけら
れているのかがわかって、とてもうれしい。私たちは悲観主義者でも楽観主義者でもない。 む
しろ、この世界を修復することに専念して、目の前の問題に取り組む人々であるべきです。」

Sara Horowitz, author of Mutualism: Building the Next Economy from the Ground Up

「本書は、自然の公共財インフラを探求する旅へとあなたを誘い、未来の社会技術システムを構築
するために私たちが学べることを教えてくれる。
もしかしたら、私たちはずっとMycopunksだったのかもしれない！」

Angela Kreitenweis, founder of Token Engineering Academy
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「MycoFiは、数千年にわたり自然界を動かしてきた古代の経済菌糸ネットワークから学べる教訓を
活用することで、暗号化を妨げている表象的思考を乗り越える手助けをする。
何千年もの間、自然を動かしてきた古代の経済的菌糸ネットワークから学ぶことができる。キノコ
は私たちに、私たちは常に、自分自身と共存する共生的な方法を創造しなければならない、ひとつ
の有機体の相互につながった部分であることを示してくれる。」

Josh Davila, author of Blockchain Radicals: How Capitalism Ruined Crypto and How to Fix It

「この本（そしてそれが生まれたコミュニティ）は、この実践のツールやマインドセットへの楽
しく遊び心あるアプローチを提供します。もし自分自身を影響力を持つ者、主権の守り手、外交
の庭の根茎、母なる地球とそのすべての子どもたちの管理者；思いやり、同情心、誠実さの提供
者；信頼の実践者、共有の振付師；または古代の、再生された、新たに出現するミームの呼び声
と見なし始めているのであれば、特にお勧めします。」

Tony (OpenTony) Lai, researcher & editor, Stanford Journal of Blockchain Law & Policy

「Web3ネットワークやその他の人間が作り出したシステムが、バイオミミクリーやシステム思考
からどのような恩恵を受けることができるかを紹介する素晴らしい入門書である。」

Shermin Voshmgir, author of Token Economy

「MycoFi は読者をWeb3の水面下に誘い、多様で複雑な経済ネットワークを探求する。生態経済
学（一般的に）と菌糸体ネットワーク（特に）は、価値に関する多元的な見方を共有している。
同じ栄養素であっても、それが過剰な場合は廃棄物となり、生化学的プロセスに必要な場合は資
源となる。価値（貨幣）という単一の概念から離れ、物理的に分散した生物学的に多様なネット
ワーク上を流れる栄養素へと移行することは、新古典派経済学から生態系経済学への重要な概念転
換である。」

Michael Zargham, Chief Engineer at BlockScience 
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本書は、きのこ、経済学、テクノロジーの結びつきを探る創造的
な小旅行です。本書では、6つの菌糸のデザインパターンと、政
治経済学における現代の課題に対処するための潜在的なアプリ
ケーションを、解放的なテクノロジーとしてのWeb3ツールを用
いて探求しています。

本書で表現されているアイデアの多くは、菌糸体や分散型台帳技術
の魅力的な能力に関する広範な研究成果から、数え切れないほどの
著者、研究者、開発者たちによってインスパイアされたものです。
本書は、これらのコンセプトのいくつかを、Web3の読者に向けて
菌類的にリミックスしたものです。さらに詳しく読みたい方のた
めに、付録でリンクと参考文献を紹介しています。

このページでは楽観的な見通しを示しますが、私たちは「自然に訴
える」誤謬、つまり自然なものはすべて私たちにとって良いもので
あるという単純化されすぎた視点を避けることを目指しています。
その代わりに、私たちは、集団的な繁栄を増大させるような文脈で
応用可能な、有用で向社会的なパターンを特定し、それを解き明
かそうと努めています。

MycoFiは基本的に多元的で創発的なミームであり、先人たちやこ
れから来る人たちを含め、多くの声がポリフォニックなコーラス
を織り成す必要があります。もしあなたが菌糸体による解決策の
フォークロアの拡大に貢献したいと思うのであれば、最終章に
チェンジメーカーのコミュニティとつながるための情報を掲載し
ました。私たちは本書を、菌糸の知性の世界で育まれた心のエコ
ロジーへの一歩として、そして菌糸が私たちに教えてくれること
のすべてとして提供します。書くべきこと、体験すべきこと、体
現すべきことはまだまだたくさんあります。
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F o r e w o r d

2009年以来、オルタナティブな経済システムの設計と導入に携わってきた者として、私
は、特に意図的に資源を共有するシステムを設計する際に適用される、より全体的、統合
的、自然に沿った考え方を学ぶプロセスを加速させるアイデアやフレームワークを特に高
く評価しています。地域通貨は、キノコがするように、地域の資源で地域のニーズを満た
し、危機の際にコミュニティを強化することで、古くから人類に貢献してきました。つま
り、#RealValue（真の価値）を提供するということです。

2023年5月に開催されたコラボレーティブ・ファイナンス、通称「CoFi」のイベントで、
「MycoFi」という言葉が初めて登場しました。ジェフと私は、アジェンダの参加者主導
のセッション提案のアイデアを練っていたのですが、ジェフの伝説的な菌糸体愛と、協調
的な金融ネットワークと菌糸体ネットワークというテーマを並置する方法に対する私の評
価から、この言葉が提案として浮上しました。本書は同時に、軽快で楽しい菌糸体ネット
ワークの入門書でもあります。

そして、未来の資源調整ネットワークをデザインする際に、彼らからインスピレーション
を得るための真剣な招待状でもある。光り輝くもの、新しいもの、金銭的に有利なものに
目を奪われがちなこの分野において、私たちが種として直面する生存規模の課題に対処す
るシステムを設計する作業に専念し続けることは、より重要なことです。

MycoFiは、よりコミュニティに根ざした、目的に基づいたネットワークや政治経済シス
テムについて考える方法を提示してくれるからです。私はMycoFiを、長期的な視野に立
ち、人類、生物圏、そしてすべての利害関係者の相互利益のために、経済の回路をどのよ
うに再配線すればよいかをよりよく理解するための、生物模倣的パターン言語だと考えて
います。それがあなたの課題なら、あなたは正しい本を手にしています。

水分補給をし、瞑想し、GreenPillを飲み、そしてフォースと共にあらんことを。

Scott Morris

@TheTokenJedi
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菌類の土台からデザインする
再生可能な経済デザインのパターンを模索する中で、私たちが求める答えは
足元に隠されているかもしれない。何十億年という進化の過程で、キノコ
は、そしてキノコが属する地下の菌糸ネットワークは、世界中の無数の生物
間の知的資源分配や集団的シグナル伝達に使われる分散型自律型インフラの
デザインパターンを反復してきた。自然生態系における菌糸体ネットワーク
の相互作用パターンに関する数十年にわたる研究は、植物相、動物相、菌類
相の間で資源がダイナミックに流動し、繁栄する生態系を生み出す、協力的
な地下世界を垣間見せてくれた。Web3テクノロジーが新たな経済パラダイ
ムを構築する可能性を秘めているとすれば、菌糸体のデザインパターンは、
よりエコロジカルな未来への道を示してくれるかもしれない。

自然界の 公共財インフラ
最も古く、最も大きな生物のひとつである菌糸体は、自然界の偉大な建築家
である。菌類は、この惑星で最も初期の多細胞生命体のひとつであり、共生
する藻類とともに、冷えたマグマの球から今日の緑の楽園へと地球をテラ
フォーミングした。菌糸体は地下で網目状の管構造を形成し、世界中のほと
んどの植物内および植物間の栄養分配の大部分を担う「パイプ」となってい
る。地球上の生命が誕生した初期から、菌類は岩石を砕き、土壌を網の目の
ように張り巡らし、地球上に広大な網の目を構築してきた。うまく機能して
いる公共財のインフラと同様、菌類は地下に潜り、ほとんど目に見えない
が、地球上の生命を維持する種の主要なネットワークとして機能している。
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キノコは非常に多くのアルファリークをしている
気候や食料源、生態系の移り変わりに適応して進化するキノコは、その分散型インフラ
を通じて地球上のすべての生命に不可欠なサービスを提供するだけでなく、遺伝的に多
様な集団の中で、集団の一貫性と知的資源配分のために進化的に研ぎ澄まされた能力を
発揮している。彼らは、取引相手と市場のような交換メカニズムを使って資源を取引
し、許可のないネットワークでフリーライダー問題に対処し、損傷した生態系の修復に
おいてアービトラージの機会を利用している。彼らは取引相手との相互互恵の戦略を示
し、本質的に地下経済支援ネットワークである森林の切り株や他の非生産的なメンバー
を生かしてさえいる。もし自然が私たちを豊かな未来へと導いてくれるアルファを持っ
ているとしたら、おそらくキノコはそのヒントを教えてくれるだろう。

MycoFiは経済的バイオミミクリーである
自然の生態系における栄養素の流動において極めて重要な役割を果たす菌糸ネットワー
クは、自然界の経済を動かす物理的媒体である。これらの生物は、経済と生態系をつな
ぐ概念的な架け橋となっている。この地球上で長期的に生き残るためには、この2つの
領域を再び結びつけなければならない。
MycoFiは、菌糸の世界からの教訓を暗号経済に意識的に適用し、Web3ビルダーが設計
中のシステムについて「キノコのように考える」ことを奨励する運動である。自然の進
化的なデザイン・パターンを経済に取り入れることで、人間の経済と自然の生態系との
間に見られる不調和の多くを緩和し、経済的パーマカルチャーの未来へと導くことがで
きるだろう。これは生態経済学の基本的な前提でもある。私たちは価値という単一的な
概念から脱却し、自然界に見られるように、複数の価値観の相互依存的な共進化を経済
にも反映させなければならない。その意味で、本書は菌類の目から見た生態経済学の入
門書ともいえる。
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MycoFiのミームの系譜
ミームは、来るべきアイデアやテクノロジーの形を導く上で重要な役割を果た
す。分散型金融（DeFi）から再生型金融（ReFi）、協調型金融（CoFi）に至
るまで、MycoFiはミームの概念とオープンソースのツールの豊かな系譜の上
に構築されている。

DeFi 

ReFi 

CoFi

Decentralized Financeは、中央集権的な金融の硬直した非効率性やモノカ
ルチャーを超えた世界を構想しており、人々が「自分自身の銀行になる」
ことで、イーサリアムやその他のブロックチェーンのインフィニット・
ガーデンで新しいことを始めることができる。DeFiで
は、Aave、Balancer、Curve Finance、Uniswapのようなツールが台頭
し、そこで多くのdegenの富が作られ、失われた。

Regenerative Financeは、DeFiにおける新発見のパワーをあらゆる形態の
惑星再生に向けて使おうという呼びかけであり、DeFiのdegenをReFiの
regensに変換する贖罪の歌である。この運動は、トークン発行の魔法を
使って公共財の資金調達を解決し、インセンティブをポジティブ・サムな結
果に向けて再編成することを目指している。ReFiは、Regen 
Network、ReFiDAO、ReFi Spring、Optimism、Gitcoin、GreenPill 
Networkなどの神秘的な集団によって主導された。

Collaborative Financeは、既存の中央集権的な経済モデルを補完しようとす
るもので、ネットワーク化された負債が調和のとれたサイクルの中で互いに
相殺しあう、相互債務清算のシステムを提案する。CoFiは、不健康な金融
依存症に陥ることなく、共に織りなす世界を夢見る人々の心に共鳴を見出し
た。このミームはCosmosのエコシステムで初めて登場し、すでに同様の戦
術を実践している補完通貨活動家やクリプトコモナーたちにアピールした。

これは、MycoFiが織り成すミーム的な菌糸から由来している。Mycelial 
Financeは、私たちに自然の古代の知恵から学ぶこと、そして何十億年にも
わたってこの惑星上で適応的に共進化してきた生命のリズムと経済設計パ
ターンを組み合わせることを促している。風に舞う胞子のように、MycoFi
はCoFiの蔓をくすぐる遊び心から生まれたが、すぐに再生可能な経済デザ
インのためのインスピレーションのタペストリーとなった。

MycoFi
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「私たちは菌糸のネットワークであり、自然界最古の分散型ウェブの
古代の織り手である。私たちの糸は世界中に張り巡らされ、すべての
人と静かに資源を共有し、生命を維持する網目を作り出している。」

フラクタル性
「私たちの中には、宇宙のフラクタル・パターンが反響している。最小
限のエネルギーで、最小の貝殻から最大の銀河系まで、自己相似性の普
遍的なデザインを再現するのだ。」

適応感覚と反応
「既知の世界の端っこで、私たち菌糸体は、太古の根からの許可を必要と
せずに革新する。生命の神秘に適応し、フロンティアで繁栄する。」

ダイナミックな流れ
「私たちのネットワークは生命で脈打ち、資源の尽きることのない流
れとなっている。交響曲のように、栄養は私たちの中を流れ、自由に
共有され、決して静止することなく、ため込むこともない。」

相互互恵性
「私たちの世界では、ギブ・アンド・テイクの微妙なバランスが成り
立っている。私たち菌類は、動植物とともに生命を維持するダンスに参
加し、それぞれの交換が存在の相互循環を育んでいる。」

多中心的多元主義
「私たちの中には多様性があり、生命の無数の形を祝福している。私
たちのネットワークの各部分は、自然のコーラスにユニークな声を提
供している。」

菌糸のデザインパターン
もし私たちがこの古代の、知覚するネットワークにその秘密を尋ねるとしたら、おそ
らく深い時間の深淵で反復されてきたデザインパターン、たとえば次のようなパター
ンを私たちにささやくだろう：

ネットワークインフラ
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本書では、これらのパターンを順番に取り上げ、まずキノコがどのようにそ
のパターンを示しているかを理解するために菌糸的な考え方から始め、次に
Web3空間でそのパターンが機能しているいくつかの菌糸模倣的な例を見
て、最後にWeb3やそれ以降においてより菌類的な未来がどのようなものに
なりうるかについて想像力豊かな提案をする。

M O L O  C H  O N  M U S H  R O  O M S

Molochはコーディネーションの失敗の神である。
キノコは自然界における協調性の典型である。
キノコを食べたMolochはどうなるだろうか？
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design pattern one

N e t w o r k 
I n f r a s t r u c t u r e
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何千年にもわたる自然淘汰に
よって試されたポジティブサ
ムの相互作用と再生のインフ
ラである菌糸体のパターン
は、私たちの最も古い遺伝子
の祖先からの真の贈り物であ
る。

Wood Wide Webにおけるネットワーキング
地上ではキノコばかりが目につくが、菌類は地下に複雑なネットワークを形成してお
り、リンゴの木がリンゴを育てるようにキノコを育てている。

このような菌糸のつながりは、世界中の樹木や植物の90％以上で形成されており、生
物学者たちはこのような菌糸のネットワークを「ウッド・ワイド・ウェブ」と愛情を
込めて呼んでいる。複雑系やグラフ理論でいえば、樹木はこのネットワークの「ノー
ド」であり、菌糸のつながりはその間の「エッジ」である。

the mycelial mindset
自然界最古のネットワーク
ネットワークインフラといえば、キノコの右に出るものはいない。菌糸体は自然界で
最も古く、最も相互接続されたネットワークであり、その血管を流れる資源と情報に
よって地球上の生命全体を支えている。

菌糸は、菌糸と呼ば
れる糸のような糸状
体を土の中に伸ばし
ながら地下で成長す
る。
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自然の適応力において、菌類は別格であ
る。真菌はプラスチック、石油、タバコ
の吸殻を食べることができ、水中、灼
熱、宇宙空間など多様な環境で成長す
る。驚くべきことに、真菌は燃料タンク
やチェルノブイリのような放射能汚染地
帯のような過酷な環境でも生きているこ
とが確認されている。放射栄養キノコ
は、放射能を動力源とする驚くべき能力
を進化させてきた！

F U N - G A L  F A C T S

MycoFiは森の経済である
菌糸は個々の細胞が長く連なったもので、地球上のいたるところに張り巡らされた小さ
なパイプのようなものだ。これらのパイプは、菌糸体自身のためのコミュニケーショ
ン・ネットワークであるだけでなく、分解された物質から他の多くの生命体へ資源を再
配分し、生命維持のための栄養を供給するためにも不可欠である。菌糸体ネットワーク
は、その多くの相互接続の中で特定の資源に対する需要を感知し、栄養供給を最も必要
とする場所にインテリジェントにルーティングする不思議な能力を持っている。
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このことは、レガシーシステムに見られ
る権力の非対称性の多くを再考するまた
とない機会を我々に与えてくれる。印刷
機から電信、インターネットに至るま
で、テクノロジーが新たな協調的インフ
ラへの道を開くたびに、世界は地政学的
構造の大規模な変化を経験してきた。分
散型台帳テクノロジーもまた、パラダイ
ムシフトや社会進化的シフトの可能性を
秘めている。

デジタル菌類としてのDAO
哺乳類は、他のどの生命界よりも菌類に
近縁である。重要な違いは、哺乳類が食
物を体内に取り込むことで消化を内化す
るのに対し、菌糸体は食物を体内に取り
込み、周囲の環境を分解・消費すること
で消化を外化する点である。栄養分の一
部は吸収され、菌糸ネットワークを通じ
て他の生物に運ばれる。一方、他の栄養
分は土壌を豊かにするために残され、新
たな生命の形成と繁栄を可能にする。キ
ノコがご馳走を食べるとき、それは共同
体の宴会であり、生態系全体にとっての
公共財なのである。

リソースや知的財産を「会社の境界線」の中に囲い込む「哺乳類」の民間企業とは
対照的に、分散型自律組織（DAO）はデジタル世界の菌糸と考えることができる。
彼らは、オープンソースのツールや無許可参加の精神を通じて共有価値を構築する
ために、自分たちの間でネットワークを作り、創発的なコラボレーションへと拡大
していく。

myco≠ mimicry in web3
ブロックチェーンは協調的なインフラである
ビットコインは菌糸生物と呼ばれている。実際、ブロックチェーン・テクノロジー
の核となる価値提案のひとつは、分散ネットワーク・アーキテクチャを利用し、新
たな組織化のための調整基盤として機能させることにある。

Created by Floret
from the Noun Project
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imagining

fungal

futures

Created by Floret
from the Noun Project
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メッシュの安定性による経済の回復力
地域に根ざした生産に基づくコミュニティ経済が、通貨を織り交ぜた活気あるタペ
ストリーのようにつながっている未来を想像してみてほしい。一本の菌糸は簡単に
切れてしまうが、複数が網の目のように織り合わされば、その強度と集団としての
安定性は格段に増す。この経済的連帯のネットワーク・インフラは、グローバル経
済にありがちな金融主導の好不況サイクルによる地域社会への影響を緩和するのに
役立つ。また、パンデミックや気候災害のような予測不可能なショックに対するコ
ミュニティの回復力を高める。

このように相互接続された経済ネットワークは、クリエーターや起業家にとって、例
えば地域社会の相互信用システムから融資を受けることができるなど、金銭的リスク
を軽減する。再ローカル化されたサプライチェーンは、少数の贅沢よりも多数の人々
の基本的なニーズを優先し、マイコファイ経済メカニズムは、財政がその逆ではな
く、真の価値の生産に奉仕し続けるようにプログラムされている。
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design pattern two

F r a c t a l  N a t u r e
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自己類似性の普遍的定数
最も小さな細胞から最も巨大な恒星まで、宇宙全体を見渡してみると、不変のフラク
タル・パターンがある。

菌糸の枝分かれと脳の神経細胞の枝分かれを比較したり、シダ植物やロマネスコブロッ
コリーの展開パターンを観察したりすると、自然界のデザインにその展開対称性を見る
ことができる。フラクタルは、スケールの間を移動するときに見ることができる自己相
似形を示す。フラクタルに近づいてよく見ると、その中に全体の複製が見える。

the mycelial mindset
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自然の自動化アルゴリズム
自然界のデザインの優美さは、そのフラ
クタルな性質によるもので、単純なパ
ターンの繰り返しによって創発的な複雑
さを生み出す符号化されたパターンであ
る。つまり、単純なパターンが繰り返さ
れることによって、複雑なパターンが創
発されるのである。デザイン的に言え
ば、これによって高度に効率的な複製プ
ロセスが可能になり、単純なプロセスが
創発的な結果へと展開されるのである。
菌糸のライフサイクルでは、胞子が菌糸
に分岐し、その菌糸がさらに大きな相互
接続のネットワークに分岐する。

T R A N S C E N D I N G  T H E 
I L L U S I O N  O F  S E P A R A T I O N

自己と集団の分離は、かつて私たちが考えていた以上に曖昧な境界線なのかもしれな
い。結局のところ、個人とは、その部分の総和よりも大きな知性として協働する小さ
な断片の集大成以外の何ものでもないのだろうか？私たち一人ひとりの声は、そもそ
も私たちの「自己」を構成する何十億もの細胞（人間、細菌、真菌）の集合的な利益
を代弁するコーラスそのものではないだろうか。自然界の菌糸ネットワークを調べて
みると、部分と全体の間に同じような関係性の魔法が働いているのがわかる。繁栄す
る菌類の生態系は、集団の中で特定のニッチとニーズを満たす多数の遺伝的個体なの
だろうか、それとも分散した菌糸の神経系でつながった一つの実体なのだろうか？そ
の両方なのだろうか？キノコは私たちに、個と集団の間の隔たりを越えて見るよう誘
う。私たち自身よりも大きなシンフォニーの一部となるように。
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フラクタル・スケーリング戦略としての共生発生
共生発生とは、太古の昔、多細胞の真菌類が単細胞のバクテリアを体内に取り込
み、エネルギー生産と引き換えに保護を提供した合併のことである。数十億年に
わたる特殊化により、この内部共生の合併は、細胞内のミトコンドリアを動力源
とする、ほとんどの生物の標準的な配置をもたらした。この進化的アップグレー
ドによって、細胞は組織へ、組織は器官へ、そして器官は生命体へと構成され、
それ自身の意識さえ獲得するようになった。共生発生はフラクタル進化の連鎖を
引き起こし、単一の細胞から始まり、その結果、地球上に複雑な生命体が爆発的
に誕生した。
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スマートコントラクトとネストされたNFT
スマートコントラクトや非代替性トークン（NFT）のようないくつかのブロッ
クチェーンプリミティブは、菌類のフラクタルな可能性と似た性質を表現して
いる。スマートコントラクトは、自己実行可能でパーミッションのないネット
ワークコネクターとしてコード化され、より迅速で自動化されたリソース交換
を可能にする。スマートコントラクトは、制度的エコロジーの様々なレイ
ヤー、さらには個人、DAO、あるいはDAO of DAOs 間で様々なスケールで展
開することができる。このようなコントラクトのコンポーザブルな性質は、運
用タスクや反復タスクの自動化をサポートし、人間がより高次のシステムガバ
ナンスに集中できるようにすることもできる。NFTは、特定の条件が満たされ
たときに条件付きトリガーを可能にするルールセットを用いて、他のNFTを所
有または収容するようにプログラムすることができる。このようなフラクタル
な集合体は、自然資産のトークン化からデジタルコミュニティ内およびコミュ
ニティ間でのアイデンティティやレピュテーションの確立まで、無数のユース
ケースに適用することができます。

myco­ mimicry in web3

Created by Floret
from the Noun Project
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DAOの全貌
スマートコントラクトを通じて展開されるガバナンスと経済パターンの同じ制度的生態系
は、DAO自体、サブDAOとして機能するDAO内のワークストリーム、あるいはメタDAOとして
調整するDAOのグループなど、多くのレベルで適用することができる。機能的なサブユニット
としてDAOを入れ子にすることで、メンバー間のスキルの専門化が可能になり、集団的な成果
に向けてリソースを調整する際の規模の経済を提供する。サブDAOのフラクタルな性質は、メ
ンバー間の自律性を高め、イノベーションと価値の流れの新領域をより効率的に探求し、それ
をより大きな制度エコロジーにフィードバックすることができる。
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imagining 

fungal 

  futures

Created by Floret
from the Noun Project
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Endosymbiotic Finance
Imagine a future where the economic power of an organization comes from 
its own internalized energy, rather than having to rely on outside sources of 
extractive fi nance. In the same way that cells absorbed the power-generating 
capabilities of mitochondria, MycoFi proposes endosymbiotic fi nance as the 
process by which organizations internalize the capacity to produce and store 
their own economic power, rather than having to submit to the high costs of 
external fi nance provided by banks. This capability for endogenous credit 
issuance enables organizations to have tighter feedback loops between their 
evolving needs for capital and their ability to issue vouchers backed by their 
own productive capacity. This process of organizational symbiogenesis will see 
DAOs and other myco-organizations continue to “absorb” the useful functions 
of fi nance, steadily reducing the power asymmetries that have allowed external 
fi nance to become the proverbial “tail that wags the dog” of the real economy.

組織の経済力が、外部からの採算源に依存するのではなく、組織自身の内部化され
たエネルギーから生まれる未来を想像してみてほしい。細胞がミトコンドリアの発
電能力を吸収したのと同じように、MycoFiは、銀行が提供する高コストの外部資金
に依存するのではなく、組織が自らの経済力を生産し蓄える能力を内面化するプロ
セスとして、内生的な金融を提案する。この内生的な信用発行能力によって、組織
は、資本に対する進化するニーズと、自らの生産能力に裏打ちされた証憑を発行す
る能力との間に、より緊密なフィードバック・ループを持つことができるようにな
る。このような組織共生のプロセスにより、DAOや他のマイコ組織は、ファイナン
スの有用な機能を「吸収」し続け、外部からのファイナンスが実体経済の「犬を振
り回す尻尾」となることを許してきた力の非対称性を着実に減らしていくだろう。

共生金融
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design pattern three

E m e r g e n t
C o o r d i n a t i o n
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群衆の知恵
菌糸は中央からの指示を待つことな
く、常に環境を探索している。菌糸網
のすべての枝は、あらゆる方向から餌
を探し求め、途中で他の菌糸と合体す
る。その結果生じたメッシュは、効果
的な経路を倍増させる一方で、あまり
有望でない経路は刈り込まれ、環境を
通して資源を運搬することに深く適応
したネットワークの創発的成長をもた
らす。

the mycelial mindset
エッジベースの知性
真菌のネットワークの性質は、環境内の刺激に対する適応的な感知と反応に驚異的
な能力を与える。このため、餌を見つけたり、病気やガンから身を守ったりする際
に、創発的な協調を行うことができる。階層的組織で予想されるように、生物の 
"中心 "にある脳で意思決定を行い、ネットワークの "端 "に調整シグナルを伝達する
のではなく、キノコは新たな機会や脅威が最も発生しやすいネットワークの端から
情報を処理することがいかに有利であるかを教えてくれる。
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Quadratic Funding 
GitcoinのGrantsプラットフォームは、エッジベースのイン
テリジェンスを活用し、Quadratic Fundingを通じてマッチ
ング資金の大規模なプールを配布します。Grantsプロトコ
ルは、寄付者の好きなプロジェクトへの個人の寄付を通じ
て群衆の知恵を引き出し、寄付は中央の寄付者プールから
二次関数的にマッチングされます。何十万もの "セン
サー"（寄付者）により、Grantsプロトコルは、価値あるプ
ロジェクトを評価するためにネットワークのエッジからの
シグナルを取り込むだけでなく、スポンサー組織からの
マッチング資金でシグナルを二次関数的に増幅する。 
Grantsプラットフォームは、複数のブロックチェーン上で
必要不可欠なツールやインフラを構築することで、新たな
協調を促し、多様なコミュニティやトークンエコシステム
が主催する助成金ラウンドをサポートすることで、資金調
達能力を拡大し続けている。

クオラムセンシングと集団的一貫性
菌類はまた、様々な生物学的・環境的手がかりを利用して行動を調整する戦術である
「クオラムセンシング」の驚異的な能力についても研究されてきた。菌糸の分散ネッ
トワークとしての構造を考えると、ある個体がどこで始まり、どこで終わるのかを決
定するのは容易なことではない。このように意思決定センターがないにもかかわらì
ず、菌糸体は驚くべき創造性と創意工夫をもって集団で目標を決定し、達成すること
ができる。菌糸体は、過去の食料源の地理的位置などの記憶を保存する能力さえ実証
している。情報を記憶する能力によって、創発的な調整能力が向上するのだ。

myco≠ mimicry in web3
Created by Floret
from the Noun Project
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T H E  M O L D Y  P R O F E S S O R

粘菌は、かつてはその似た性質から菌類に
分類されていたが、意思決定に非常に有効
であるため、中等教育後の教育機関では名
誉職を与えられているほどで、鉄道網の設
計や検証、その他の政策決定に重きを置い
ている。

ニューラル・クォーラム・ガバナンス
Stellar Development FoundationとBlockScienceのコラボ
レーションにより、Neural Quorum Governance (NQG)は、
広範な民主的な意見を維持しつつ、専門家の専門的知識のバ
ランスをとるためのコンポーザブルな新しい手法として提案
されている。NQGは委任民主制のように機能するが、一人の
代表者だけに委任するのではなく 一人の代表者に委任するの
ではなく 匿名化された 「定足数」を指定することができ
る。定足数メンバーは、専門知識、過去の投票履歴、評判、
その他の利用可能なパラメーターに従って「ニューロン」で
重み付けすることもできる。このようなツールを使うこと
で、ネットワークが文脈に応じた適切な知識を入手し、政策
決定においてそれに比例した重み付けを行うための、より豊
かな民主的空間が提供され、その結果、組織を代表してより
優れた創発的意思決定が行われる。
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imagining

fungal

futures

Created by Floret
from the Noun Project
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適応し、呼吸する菌組織
DAOが、構成員のリアルタイムのコンセンサスを通じて、環境の変化に集団的に
適応できる創発的な菌組織に進化した未来を想像してみてほしい。フローされた総
価値は、ロックされた総価値に代わって、エコシステムの健全性を示す重要な指標
となっている。そのダイナミックな発行トークンエコノミーは、それらが生み出す
真の価値に対する新たな需要に対応するため、供給を拡大したり縮小したりしなが
ら、生命を持って息づいている。これによって、これらの菌組織は、創発的なコラ
ボレーションに資金を供給する能力を拡大することができるだけでなく、後期資本
主義の下でゾンビ化した機関とは異なり、予測不可能な崩壊まで永遠に成長し続け
ることができるため、安全かつ予測可能な収縮を行うことができる。
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design pattern four

D y n a m i c  F l o w
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Flows of the Forest
表面的には静止しているように見えても、森林生態系は「流れ」によって生かされて
いる。菌類は、土壌の養分と樹木が光合成した糖分を絶えず交換し、その資源を多く
の枝に分配することで、生態系の健全性を支える重要な役割を果たしている。近隣の
樹木や自分では生産できない植物に、生命を守るための栄養分を供給すると同時に、
植物は互いにメッセージや警告を伝え合い、脅威やその他の環境要因に対する森林の
集団的な免疫力を高めている。20

the mycelial mindset

Natureís Greatest Arbitrageurs
法定通貨を基盤とする経済の特徴である富の貯め込みとは対照的に、菌糸体経済は「流
れ」がすべてである。すべての自然生態系は、エネルギー、水、栄養分、バイオマスな
ど、ある形態や場所から別の形態や場所への資源の流出を伴う。菌類は自然界の裁定者
として、その広範な菌糸管ネットワークを知性ある流通インフラとして利用し、資源を
豊富な場所から需要19 の高い場所に移動させることで、このような流れの多くを誘導す
る。
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C L I M A T E  C H A M P - I G N O N S

キノコには「流れ」しかないというわけではなく、地球上で最大の炭素固定源
のひとつでもある！キノコは大気中の二酸化炭素を菌糸に吸収させ、地中深く
に移動させて土壌に固定する。最近の研究では、地上の植物から排出される二
酸化炭素のうち、毎年130億トン以上が地下の菌糸ネットワークに受け継がれ
ていると推定されており、これは世界の化石燃料排出量の約36％に相当す
る！21
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Dynamic Issuance & Fund Streaming 
Protocols
Web3開発者の中には、菌類が構築するネットワークと同様
な、生産的な生態系における資源の動的な発行とリアルタイ
ムの循環の重要性に気づいている者もい
る。Inverter Network22 やRadicle Drips23 のような
プロトコルは、 生態系における栄養素の多中心循環

システムのように、Web3に対応した
組織内や組織間のリソースの
プログラマブルな流れを作り出す能力
を提供する。
これらは、DAOの貢献者に成果に応じて報酬を支
払ったり、クリエイター間でロイヤリティを分配し
たり、オープンソースの依存関係のためのサブスク
リプションメンバーシップをサポートするための

資金ストリーミングツールとして使用することができる。 流動性を前提
としたネットワークは、サービスに対するリアルタイムの需要に対応する
能力を提供し、ダイナミックな発行は、トークン経済が、利用可能な供給
に比例してシフトして対応する適応能力を提供する。

Conviction Voting
資金を流動的にすること自体は一つの側面に過ぎないが、

ブロックチェーン技術によって最近開拓
された新しい領域として、その資金のガ
バナンスを流動的にすることがあ
る。Conviction Voting24 (CV)
は、Commons Stack25
、BlockScience、1Hive26 、そして 
Token Engineering Commons27 が共同
で開発した動的な意思決定原則である。これは、個人

のグループのリアルタイムの選好シグナルを集約
し、グループの優先順位に対する集団的な「確信」
の尺度とするものであり、ニューロンが活性化、な
いし発火することで脳の分散型知性を形成する様子
に類似している。CVは、コミュニティの選好をラン
ク付けしたり、資金を分配したり、あるいはDAOに
おける投票権の委譲を動的に重み付けするために使
用することができる。

myco­ mimicry in web3

Created by Floret
from the Noun Project
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Vote Streaming in Fluid Democracy
私たちが集団的な統治プロセスに定期的に意見やフィードバックを与えることがで
き、それが政策立案や資源配分に直接的かつ比例的に影響を与える未来を想像してみ
てみる。流動的な民主主義では、4年に1度の投票ではなく、自分たちにとって重要
な問題についてリアルタイムで投票する。あるいは、自分たちの影響力を信頼できる
人たちに委任し、その人たちが信頼を裏切ったときには再委任する。さまざまな政策
がさまざまな速さで可決され、集団的意思決定の流動速度や「粘性」は、今や調整可
能なパラメーターとなっている。共有資源をめぐるガバナンスのダイナミックな流動
性を解き放つことで、私たちの社会制度はより向上し、集団的に適応し、直面する無
数の課題に対処できるようになる。



58



59



60

design pattern five

M u t u a l  R e c i p r o c i t y
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Weaving Kingdoms into Partnership
菌糸の他の生物との相互支援の網は、自然生態系において重要な役割を果たして
いる。植物の根の約四分の三は実際に菌糸の触手であり、根の到達範囲と表面積
を大きく広げて栄養素を吸収する。多くの木も、異なる生物群間が相互に有益な
関係を示すように、自らの根内に菌根菌の菌糸が成長するための空間を残して進
化している。

the mycelial mindset
The Relational Exchange of Fungal Finance 
多くの伝統や先住民族の知恵は、自然界のすべての良いものが相互依存と関係性に根
ざしていることを長い間認識してきた。菌類が木や植物と形成する関係に関する継続
的な研究は、相互に利益をもたらす進化戦略が、より強固で信頼性の高い交換パート
ナーシップを築く可能性があることを示している。28

Mycorrhizal Solidarity Networks
菌根菌は最も相互に利益をもたらす菌類の一つであり、植物の地下茎と接続されてい
る。これらの菌根関係は、森林生態系における連帯ネットワークの最良の例であり、
メッセージや警告の交換だけでなく、自身で光合成ができなくなった木の切り株に栄
養を供給し、それが数十年にわたって生存することを可能にしている。菌糸は森の拡
張された神経系のように機能し、木々が菌糸根を通じて親族を認識し、コミュニケー
ションを取ることができる。これらのネットワークは森林生態系の病気への抵抗力を
高め、脅威に対する集団的な適応を促進し、全体のシステムの回復力を向上させてい
る。29
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Indigenous Economics31 は、世界中の先住民族の資源管理の実践、理論、
哲学を探究する経済学の分野であり、歴史を通じて存在している。この分
野は、多世代思考、生態的持続可能性、環境との密接なつながりに基づいて
いる。このアプローチは、すべての生き物の間の相互関係と関わりを大切に
することが重要であることを認識している。それは、価値や数量化だけでな
く、もっと広い意味での経済である。

Learning from Mycelial Market Makers
継続的な研究が示すところによれば、菌類は資源配布ネットワークからただ乗りを
特定し排除する方法を進化させており、相互に利益をもたらす取引パートナーシッ
プを強化している。また、取引している木々との資源交換レートを、ある場所と別
の場所の相対的な希少性に基づいて動的に調整している。30 これら菌糸の市場を作
る役割は、自然における資源交換の魅力的な例であり、私たちにとって多くの重要
な教訓を持っている可能性がある。

A N  H O M A G E  T O  I N D I G E N O U S  E C  O N O M I C S

イロコイ連邦のハイアワサ・ベルトは、旗としても使われており、深い意味と重要性を
持っている。ワンプム・ベルトはまた、ハウデノソーニー連邦の設立を記録する台帳と
して機能し、5つの戦争を続けていた国々が、戦争の武器を埋めて平和に暮らすことを
誓ったときに作られた。32

動物が進化の木で菌類から分岐したことを考えると、キノコはわれわれの最も近い遺
伝的な祖先の一部であり、そのため私たちの先住民の遺産の一部である。この本の他
のトピックと同様に、Indigenous Economicsの深い知恵についてはさらに探求すべき
ものが多くある。ここでこれを取り上げる意図は、この知恵を管理してきた先住民族
や長老たちに感謝と尊敬を示すことである。

MycoFiはIndigenous Economicsについて考え、次のような問いを投げかけている：
私たちはどのようにして経済を、私たちの惑星とすべての生き物の健康と富に再び根
ざすことができるだろうか？
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Collaborative Finance (CoFi)
CoFi33 はWeb3スペースで比較的新しいミームであるが、何十年も前か
ら存在する実践に基づいている。CoFiは、ネット
ワーク内の債務をクリアし、参加者の義務がお互いに
相殺される調和のとれたサイクルを通じて、より大き
な経済効率を生み出すことに焦点を当てている。この
種の流動性節約メカニズムと相互信用清算を組み合わ
せることで、企業は同じ債務を決済するために必要な
現金の最大50パーセントを節約できる可能性があ
る。これは、特に高金利環境において、運営コストの
大幅な削減を意味する。4

Giveth GIVbacks 
GIVeconomyは、Givethプラットフォームで寄付を行う人々を報酬し、権限を
与え、利他主義を奨励することを目指している。35 この方法では、私たちの
菌類の仲間が用いるネットワーク戦略と同様に、相互性をオンチェーン経済

モデルに組み込む。Giveth Galaxyの開発者たちは、
目的を持ったプロジェクトに寄付する人々が$GIV
トークンを受け取ることができる寄付経済を継続的
に改善している。Givethの参加者はトークンを慈善
活動に投じて、同様に報酬を得ることが可能であ
る。これにより、集団的支援、豊かさ、プロソー
シャルな価値創造のエコシステムが形成されてい
る。

myco­ mimicry in web3

Created by Floret
from the Noun Project
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Institutionalized Generosity Networks
想像してみてほしい、私たち全員の間の基本的な経済的相互作用パターンに相互
扶助が組み込まれる未来を。そこでは、地球上のすべての人々をつなぐピアツー
ピアの相互信用ラインが存在し、寛大さが相互支援のネットワークや前払い式の
ユニバーサルベーシックインカム（UBI）によって制度化されている。物質的な
豊かさがあるこの時代には、金融単位の人工的な不足によって食料、水、または
住まいを欠くことはない。私たちとコミュニティ間の信頼のネットワークは公共
インフラとして機能し、お金へのアクセスを水や電気へのアクセスと同じものに
している。必要なものをネットワークから引き出し、使用した分だけを支払う。
森の菌類の連帯ネットワークのように、MycoFiの未来では、経済システムが自動
的にすべての人の基本的なニーズを満たすように設計されている。
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design pattern six

P o l y c e n t r i c 
P l u r a l i s m
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チャーは、私たちの人間中心の法定通貨経済と
比較するための有用な鏡を提供する。国家が
強制する通貨の単一文化は、他の形式の
ピアツーピア交換を排除し、人工的な希少性の
システムを強制する。これにより、私たちが
互いに取引できないことから私的金融システム
が重い料金を徴収する状況が生じる。実際には、多
様性、寛大さ、豊かさに根ざした見えない
経済―相互扶助のネットワーク、義務、借用
証書、クレジット、好意、そして大部分が見え
ない介護労働（主に女性37）―が真に世界を
動かしている。

Supporting Diverse, Thriving Ecosystems
森林生態系は、無数の異なる種類の植物や動物によって行われる相互依存のプロ

セスの重なり合う層を含んでおり、まさにポリセントリズムの定義である。すべて
の繁栄する生態系の基盤には菌根ネットワークがある。幸いなことに、キノコは決
して自分たちのリソースを一つの菌糸のかごにすべてを入れることはない。菌類の 
王国が異なる形式の価値を表現し、交換する能力により、これらの生態系を通じ

て必要に応じて資源が動的に循環されることが保証される。多元主義と多様性の真
のチャンピオンである彼らは、私たちのシステムに異質性と表現力を維持すること
を思い出させる。それは単に生き残るためだけではなく、繁栄するためである。

the mycelial mindset
Diversity Breeds Resilience
菌類の知恵と進化生物学は、生存のための重要なパターンとして多様性と多元性を示し
ている。菌糸の多様性への能力は、繁殖のために進化したキノコの驚くべき20,000以
上の異なる性別に美しく表現されている。36 遺伝的にユニークな菌類は、互いにも無
数の植物とも密接に連結しており、多様なポリセントリックな集合体に重なり合いなが
ら溶け合っている。また、細胞がペニシリンを生成する防御センターや、土壌内の敵対
的な細菌と戦うための他の酵素など、独自の錬金術的能力を展開できるという印象的な
局所的専門化も可能である。これにより、菌類は地球上で最も回復力のある生命形態の
一つとされている。

Myco≠ Economic Permaculture

菌根ネットワークが示す経済的パーマカル
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N A T U R E ’ S  M O S T  P R O L I F I C  A I R D R O P

多くのキノコは胞子を使用して繁殖する。これらの胞子は、自然の永続
的なエアドロップのように空を漂う微細な遺伝情報のパッケージであ
る。胞子はロケットのような力で空中に放出され、風に乗って高い高度
に達し、さらに雲の形成に重要な役割を果たすことで、世界中の天候や
降水パターンに影響を与える。38
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Radical xChangeís Plural Voting
多元主義はRadical xChange39 コミュニティの中で強く叫ばれているテーマであ
り、その中でPlural Voting40（別名Quadratic Funding、QVとも呼ばれる）が最近
普及している。QVは、集団決定において有権者が自らの好みの強さを表現できる投
票方法である。この方法は、従来の投票システムにおける多数派の専制や派閥支配
の問題を大幅に軽減することができる。Plural Votingは、社会における意思決定の
多様性を増加させることができる代替投票システムへの重要な一歩を提供するであ
る。

Community Currencies & Asset Vouchers
経済の多元主義は、Grassroots Economics41 と Circles Coop42の革新的な活動にお
いて顕著に表れている。Grassroots Economicsは非営利団体であり、周辺化された
コミュニティと共にコミュニティ資産バウチャー（CAVs）に取り組んでい
る。CAVsはコミュニティが自身の生産に基づいてバウチャーを発行し、それを使
用して地元経済での商品やサービスの交換を促進することを可能にする。同様
に、Circles UBIはコミュニティがお互いに信用を発行し、フィアット通貨が存在し
ない場合でも交換を可能にする。これらのシステムは、国家通貨の不足に依存度を
低減し、市場の変動に対する回復力を高めながら、地元主導のプロジェクトやビジ
ネスの育成をコミュニティに可能にする。これは、補完通貨システムにおける数十
年の作業に革新を加えるものである。

myco­ mimicry in web3

Created by Floret
from the Noun Project



72

imagining

fungal

futures

Created by Floret
from the Noun Project



73

Collective Flourishing by Expanding Expressivity 
想像してみてほしい。地域通貨が価値の多次元的表現として、シナジー効果を生むメ
タ経済に統合される未来である。多数の地域中心でありながら世界的に接続されたエ
コシステムが存在し、そのメンバーは主権的な経済連帯で取引を行っている。これら
の通貨は価値を価値観と一致させるように設計されており、経済的な交流の積み重ね
が私たちが世界で見たい結果を具現化している。多様な価値形式が交換の選択肢の多
様性を通じて表現され、経済的な単一文化に押し付けられた希少性を突破している。
まるでアスファルトを突き破るキノコのようにである。MycoFiは、過去の制約を解体
し、パーマカルチャー経済の未来を受け入れる方法を私たちに示している。
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J o i n  t h e 
M y c e l i a l  R e v o l u t i o n
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Composting Capitalism
一部の人々は、「キノコが今、脚光を浴びている」と言っている。これは、キノコが
命を救う医薬品、バイオレメディエーション、材料科学、パーマカルチャーデザイン
など、さまざまな分野で進歩を遂げているため、キノコへの関心が高まっていること
が理由である。44 しかし、それはまだ氷山の一角に過ぎない！実際には、キノコは
一つの運動を促進しており、それは地球上の多細胞生物の誕生以来、ずっと続いてい
る連続的な革命であり、惑星全体の顔を変える可能性を持っている。MycoFiは、私
たちにキノコの変革的な力を活用する機会を提供している。これにより、もはや私た
ちに役立たない衰退している巨石である後期資本主義を堆肥化し、それを分解して新
しい生命に変換することができる。45

A Blueprint for Healthier Economics 
これらの菌類デザインパターンにおいて、私たちは単に健全な経済の設計図を見出す
だけでなく、進化のダンスに参加するよう呼びかけられている。それは宇宙自体の弦
で奏でられるメロディーに合わせてである。私たちの遺産となるシステムから「脱
却」し、分断と孤立を深めるのではなく、MycoFiは私たちにより深くコミュニティ
に根ざすことで、再接続と共通の原因を相互に豊かな未来で見つけることを提案して
いる。森林火災後に現れるキノコが焼けた景観を回復するように、MycoFiは経済的
なトラウマを受けた私たちのダメージを受けた社会的エコシステムを癒す方法を示し
ている。キノコは私たちに新たな道を切り開くことを誘い、単一文化の通貨の限界を
越えて夢見ることを促し、変容した金融意識の状態で夢を見ることにインスピレー
ションを与える。46
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Underground Networking Strategy
菌類の戦略が成功している理由の一部は、菌類が地下を掘り進み、捕食者の目
から隠れて安全に力を蓄え、資源を共有しているからである。適切な時が来る
と、キノコはさらなる印象的な奇跡を実現する。水力を活用し、結実体の先端
に強力な消化酵素を生産することで、キノコは驚くべき速さで前進し、一晩で
アスファルトを突き破るような、 seemingly insurmountable barriers を克服す
ることができる。キノコが結実する際に発揮する力のことを表すポタワトミ語
がある: Puhpowee！47

The Puhpowee is Yours!
さあ、あなたの番だ。私たちの菌類に関する探索が終わりに近づくにつれて、こ
の本で表現されたアイデアが、触発の胞子のようにあなたと共に残ることを願っ
ている。おそらく、その中のいくつかの胞子が根付き、好奇心の菌糸の触手に分
岐し、さらには創造的な表現の形で成長し、あなたが語る物語や取る行動、また
は作るツールを通じて自身の胞子を広げるかもしれない。私たち一人一人には、
共有する未来で果たすべき役割がある。そして、キノコは私たちが一緒になれ
ば、変化をもたらす大きな力を持っていることを示している。
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precious planet, for she is our great mother and our only home.

自分の体に深く根を張り、自分を構成する何十億もの微生物の

調和を感じてほしい。コミュニティにも根を下ろし、私たちの

声が集合的な知恵としてどのように一つになるか、新しい方法

を夢見よう。そして、この大地にも根を張り、この貴重な地球

を優しく歩こう。なぜなら、彼女は私たちの偉大な母であり、

唯一の家だからだ。
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Let̓ s Get Rooted, Mycopunk
SolarpunkでもLunarpunkでもなく、Mycopunkに出会おう！ この境界に
ある美学は、単純な二元論を超えて多元的なメッシュに溶け込ませて統
合している。あらゆるタイプの革新者やチェンジメーカーを歓迎してい
る。Mycelial revolutionに参加することがあなたにぴったりであると思う
なら、このことを考えてみてほしい：誰もが単にMycopunkになるわけ
ではない。実際には、自分がずっとMycopunkであったと気づくのであ
る。

linktr.ee/MycoFi

Join the community and contribute your two spores:
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